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第５期 館山市教育基本計画

「第５期館山市教育基本計画」の期間は、「第５次館山市総合計画」の前期基本計

画の期間（令和８年度～令和 12 年度）に合わせ、５年間とします。

令和

8 年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

西暦

2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

なお、社会情勢や法律・制度改正等により、計画期間中に変更・改定を行うことがありま

す。

計画期間

第５次館山市総合計画（１０年間）

前期基本計画（５年間） 後期基本計画（５年間）

第６期教育基本計画（５年）第５期教育基本計画（５年）
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現 状 課 題
●学校教育の充実により、児
童生徒の「生きる力」の育
成を図っています。

●少子化の時代においても一
定の学校規模を継続的に
維持し、児童生徒の教育
環境の整備・充実に努める
必要があります。

●地域住民の協力で放課後
子供教室やふるさと体験活
動にたくさんのこども達が参
加しています。

●少子化が進む中、地域資
源を生かして幅広い体験・
学習機会を創出していく必
要があります。

●中央公民館、図書館、博
物館が専門性を生かし、市
民ニーズに応える多くの講
座 ・イベントを開催していま
す。

●人生100年時代を迎え、
大人の学び直しや学習環
境の充実と、学習成果を
地域で発揮できる仕組みを
強化していく必要がありま
す。

基本目標 ＜ 教育・文化 ＞

10 年後の姿

教育と歴史・文化、スポーツの力で
活気あふれるまちが実現している

学
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現 状 課 題
●郷土資料の収集や市民の
芸術文化活動支援を通じ
て、地域独自の歴史・文化
の振興に取り組んでいます。

●有形・無形文化財の保存と
同時に、多くの人に郷土の
魅力を発信していく必要があ
ります。

●博物館本館・館山城は毎
年 5～6 万人が来館し、本
市の歴史・文化に触れてい
ます。

●地域の歴史・文化を伝える
資料を次世代へ継承するた
め、博物館施設の改修等を
含む老朽化への対策が求め
られます。

●市民のスポーツの習慣化を
目的に地域に密着したスポ
ーツ・レクリエーション活動を
推進するとともに、スポーツ観
光の視点から各種イベントの
開催・支援をしています。

●スポーツ推進委員や指導者
の減少、スポーツ大会エント
リー数の伸び悩み、社会体
育施設の老朽化への対策
が求められます。
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質の高い教育環境の構築が着実に進むとともに、児童生徒の個性を

尊重して「生きる力」を育成する教育が行われています。

（１） 「生きる力」を育成するための教育活動の充実 教育総務課

● 「確かな学力・豊かな心・健やかな体」を育み、「生きる力」を育成するための教育活動
を推進します。

● 児童生徒の興味・関心や体験的な活動を重視し、基礎的・基本的な知識・技能の習
得を図ります。

● 一人ひとりの特性に応じた学習が行われるよう指導内容・方法の工夫改善を図ります。

（２） 質の高い教育環境の実現 教育総務課

● 少子化に対応した適切な教育環境に向けて、館山市立小中学校再編計画に基づく
取組を着実に推進します。

● 児童生徒の快適な学習環境の整備と、安全に安心して学べる教育環境の確保を図り
ます。

評価指標 基準値 目標値

館山市立小中学校における標準規模校の割合 23.1％ 40.0％

特色ある学校づくりの推進
（小規模特認校・学びの多様化学校）

0 校 2 校

学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を通じて、自分の
考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができてい
ると回答した割合
（「当てはまる」と「どちらかといえば、当てはまる」の合計）

児童 83.1％ 増加

生徒 83.3％ 増加

自分にはよいところがあると思うと回答した割合
（「当てはまる」と「どちらかといえば、当てはまる」の合計）

児童 81.7％ 増加

生徒 82.3％ 増加

第1節 学校教育の充実

５年後の姿

５年後の姿を達成するための施策

評価指標
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館山・第一統合
（新館山中施設）

令和２０年度において
も標準規模の学級数
を維持

館山中新校舎の施設規模において、教室数が不足しない時期に順次統合する計画

小学校の再編計画

第一中

中学校の再編計画

館山中

（令和１２年度に令和１４年度以降の学校のあり方を再検討）

令和９年度

令和９年度

新学校
（館山小校舎活用）

新学校
（北条小校舎活用）

令和８年度

新 小規模特認校

西岬小

房南中

令和９年度

館山・房南統合
（新館山中施設）

　少人数教育のメリットや、恵まれた自然環境下での教育活動を望む児童・保護者の選択肢を確保するた
め、市内全域を学区としスクールバス等による通学支援を実施します。

● 児童の人間関係の継続性を最優先に考え、第一中学校の統合前
　　に第一中学校区以外の小学校との再編は行いません。
● 児童が在学中に２回の学校再編を経験しないよう、最低６年間以
　　上の期間を確保します。

　令和7年度において、（現）那古小学校施設の老朽化改修や統合に伴い必要となる施設整備（学童クラ
ブの増設）などを実施します。

　令和７年度の館山中学校移転や新こども園の開園状況
を踏まえ、令和７～８年度において周辺道路環境の安全対
策や必要となる学校施設の改修、学童クラブの増設など
を実施します。

　（現）館山小学校施設は、老朽化が著しいため、令和7～
８年度において大規模改修工事（学童クラブ増設等）を実
施します。

（令和１０年度以降の分校存続）

房南中学校移転後、房南こども園を施設内に移転
☞　こども園併設型の小規模特認校とする

（令和１０年度以降）

（令和９年度以降）

不登校・発達支援機能
に関する施設活用

　令和7～8年度において「教育支援センター」・「マ
ザーズホーム」などの機能移転や国が推進する「学
びの多様化学校」の設置について検討

令和８年度

令和１３年度

令和９年度の分校児童数など、市と地区で合意した存続基準
に基づき、令和９年度において分校存続を判断

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（存続基準の詳細は、４２頁参照）

船形小

那古小

北条小

館野小

九重小

豊房小

房南小

神余小

新学校
（那古小校舎活用）

神余校舎　（分校）

房南校舎　（本校）

館山小

～館山市立小中学校再編計画 より～
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10 代の郷土への愛着が高まっています。

（１） 地域資源を生かした体験活動の推進 生涯学習課

● 自然、歴史、文化、産業等の地域資源を生かし、地域と連携して児童生徒の体験の
場・学びの場を広げます。

（２） 地域と連携した青少年健全育成活動の推進 生涯学習課

● 若者にまちの次代を担う心が育まれるよう、ＰＴＡ、子ども会、青少年相談員、社会
教育関係団体等の自主的な青少年健全育成活動を支援します。

評価指標 基準値 目標値

放課後子供教室実施割合
＊感染症等で中止になることを想定して設定しています

96.8％ 95.0％

「青少年の健全育成強化」に満足（「満足」と「やや満足」の合計）と
回答した市民の割合

13.5％ 33.5％

館山市に「自分たちのまち」としての愛着を感じている（「愛着がある」と
「どちらかというと愛着がある」の合計）と回答した高校生（市民）の
割合

73.3％ 86.7％

第２節 青少年の健全育成強化

５年後の姿

５年後の姿を達成するための施策

評価指標
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生涯を通じて学び続けることができる環境と、

学びを地域活動に生かせる仕組みになっています。

（１） 郷土の継承・発展に資する生涯学習の支援 生涯学習課・図書館

● 市民ニーズに応える多様な学習機会の創出と市民主体の学習活動を支援します。
● 市民一人ひとりの知識や経験等を郷土の継承・発展に生かす仕組みの充実を図ります。

（２） 図書館の教育・情報拠点化の充実 図書館

● 図書を通じたこども達の豊かな学びを支援します。
● 生涯学習の教育・情報拠点としてレファレンスサービスと蔵書の充実を図ります。

評価指標 基準値 目標値

生涯学習出前講座 開催件数
＊過去 5 年の平均値から目標値を算出しています

110 件 100 件

公民館講座参加者割合 8.6 ％ 11.6 ％

図書館イベント参加者数（千人当たり） 19.4 人 20.4 人

図書貸出数（人口一人当たり） 2.6 冊 2.8 冊

「生涯学習の推進」に満足（「満足」と「やや満足」の合計）と回答した
市民の割合

13.0％ 28.0％

第３節 生涯学習の推進

５年後の姿

５年後の姿を達成するための施策

評価指標
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郷土の歴史と文化を大切にする意識が広がり、

多様な文化交流につながっています。

（１） 歴史・文化の保存と活用 博物館

● 文化財保存活用地域計画を策定し、有形無形の文化財の発掘・保存とともに、戦国
大名里見氏をはじめとする、歴史・文化資源を活用したまちへの愛着と誇りの醸成、地
域独自の観光・学習の場を創出します。

● 稲村城跡について、各種団体との連携を図り適切な保存管理体制を構築した上で、
整備活用の方向性について検討します。

● 博物館では、郷土資料を収集するとともに、展示や講座等により、市内外の幅広い世
代が地域の歴史・文化を学ぶ機会を提供します。

（２） 芸術文化活動の活性化、多様な文化交流の推進 生涯学習課

● 芸術文化活動の学習の場と発表の場を提供し、市民の自主的な芸術文化活動を支
援します。

● 芸術文化活動の振興を通じて郷土の魅力発信と多様な文化交流を推進します。

評価指標 基準値 目標値
博物館本館・館山城入館者数
＊基準年度は例年と比べて入館者数が突出していたことから、過去の
入館者数の推移から目標値を設定しています

64,932人 61,000 人

赤山地下壕跡入壕者数 28,248人 31,000 人

たてやまフィールドミュージアム（インターネット）年間閲覧者数 49,007人 75,000 人

博物館講座参加者数 1,252 人 1,300 人

「歴史の継承と文化の振興」に満足（「満足」と「やや満足」の合計）
と回答した市民の割合

19.3％ 39.3％

第４節 歴史の継承と文化の振興

５年後の姿

５年後の姿を達成するための施策

評価指標



9

市民一人ひとりがスポーツを自主的・継続的に親しむ気運が広がり、

スポーツの持つ力が地域活性化につながっています。

（１） スポーツを生涯楽しめる環境づくり スポーツ課

● 誰もが生涯にわたって安心して安全にスポーツを楽しめるよう、指導者養成と団体活動
の支援、地域資源を生かしたスポーツの普及に努めます。

● 人口減少に対応した、スポーツをより楽しめる環境の整備に向けて活動拠点（施設）
の再編成を推進します。

（２） スポーツによるまちの活性化 スポーツ課

● 地域資源等を最大限に生かした多様なスポーツイベントを開催・支援し、スポーツを「す
る、支える、応援する」文化の普及と交流人口の拡大に取り組みます。

評価指標 基準値 目標値

スポーツ用具の貸出件数 80 件 92 件

館山若潮マラソン 市民エントリー件数 650 件 1,000 件

館山若潮マラソン 市外からのエントリー件数 5,500 件 6,300 件

社会体育施設の市内利用者数 47 千人 47 千人

社会体育施設の市外利用者数 12 千人 14 千人

市内のスポーツイベント開催数（主催・共催・後援） 48 回 48 回

「スポーツの振興によるまちづくり」に満足（「満足」と「やや満足」の合
計）と回答した市民の割合

17.8％ 32.8％

第５節 スポーツの振興

５年後の姿

５年後の姿を達成するための施策

評価指標
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